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写真

“ 農 ” と “ 人 ” を つ な げ る

説明
（背景に合わせて塗りつぶしは調整）

写真

〇ルール
・原則、フォントはBIZ UDPゴシックで統一
・トピックスのタイトルは18ptを目安に。
・本文は分量に応じて12ptを目安に（小さくても10tp）。
・行間は1.3を目標に極力広げる。
・レイアウトは自由。編集者が考えて作成。
・文中で同じ文言を使用していないか、読み手がくどく
感じないか要チェック。
・写真は見せたいものが目を引くものになっているか。
・Webページ等へ飛ばすときは、QRコードとハイパーリ
ンクの両方を設定。
・QRコードは高さ1.6㎝で仮統一。
・５W1Hを意識し、文中で目立たせたい箇所は太字に。
・極力、1行あたり、40文字を超えないように。
・読者の目線移動を考えて、「Z」の目線移動で読める
ように心がける。
・紙媒体にした際に、A４を１枚挟む形だと、A4だけラッ
クに取り残される場合があるため、極力A3裏表で作成。

〇本文の文字数目安
・半P：300～500字程度（写真の枚数やサイズによっ
て要調整。写真2枚の際は400字程度かと思われる）
（過去記事

R7.5月号万博：約180文字（半分写真）
R7.4月号まりひめ：約450文字
R7.5月号しらす：約620文字（小さい写真2枚・作成
に苦慮）
R7.6月号まつばら農園：約670文字（小さい写真2
枚）
R7.6月号基本計画：約960文字（2/3P・写真なし）

・全P：1,100～1,400字程度？（過去の事例がないた
め、程度がわからない）

＜アンケートはこちらから＞

今後の作成・編集のため
ご協力をお願いいたします！

（所要時間：3分程度）

＜アンケートはこちらから＞
（所要時間：3分程度）

「こんなのが
読みたい！」

「あれ面白かった！」
などのご意見や感想
お待ちしてます！
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近畿農政局和歌山県拠点

近畿農政局和歌山県拠点

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
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https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u


け継がれる技と想い

半分

2ページ目上部
（重要度：高）
・重要なお知らせや施
策に関する事項
・読者の興味を特に
強く引くと思われる
もの

2ページ目下部
（重要度：中）
・上部の次に重要な
事項

受け継がれる技と想い なかはや果樹園を訪ねて タイトル（拠点の取組）

タイトル（施策紹介）

タイトル（募集もの）

タイトル（統計）

タイトル（レシピ紹介）

タイトル（お店紹介）

副読本「わかやまの農林水産業」に
中早さんが掲載

受け継がれる技と想い なかはや果樹園を訪ねて

か
は
や
果
樹
園
を
訪
ね
て

受 な
伝えたいことは一つじゃない

中早さんは、農業体験の受け入れを

行い、次代を担う子どもたちに食や農

業の大切さを伝える取組をしています。

また、なかはや果樹園では、 「地域

農業を支えるためには、農業経営者を

育てることが重要」との想いから、従

業員を含む全員が経営について学ぶ

機会を設け、一人ひとりが経営者意識

を持って農業に取り組む「全員経営」を

目指しています。

今後も、地域や持続的な農業の発展

のために日々活動される中早さんに

注目です！

宙に実るかぼちゃ ＜地域農業を将来へつなぐ＞

伝えたいことは一つじゃない

梅（６ｈａ）をメインに、ハウスミニト

マト（８ａ）や露地野菜などを栽培する

複合経営を行っています。

露地野菜は、地域に適した新たな品

目の導入にも取り組んでいます。

その一つ、かぼちゃは畑で栽培する

ほか、ハウス内で支柱を活用した吊り

下げ栽培をしています。

３年程前からアーモンドの試験栽培

にも取り組んでいます。

＜なかはや果樹園＞ アーモンドの木

試験栽培のアーモンド。

収穫が待ち遠しいです！

和歌山県内の小学5年生向け

社会科副読本『わかやまの農林

水産業』は、県内の農林水産業

を、より深く学ぶ教材です。

その中で、中早さんの取り組

みや、農業の仕事が紹介されて

います。

中早大将さんが掲載されています

社会科副読本 『わかやまの農林水産業』 に
なかはや だいすけ

伝えたいことは一つじゃない

なかはや果樹園の「株式会社えん」は
こちら（外部リンク）

がんばる農業者は
こちら

差 替

中早さんは、地域農業の発展と

次世代への継承に尽力する農業

者です。

その取り組みが県内の小学5年

生向け社会科副読本『和歌山の農

林水産業』に掲載されています。

https://en-minabe.jp/about/
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/wakayama/gannbaru/kichunishimuro/20260819.html


タイトル

半分

タイトル

3ページ目上部
（重要度：中）
・周知事項や募集記
事等

3ページ目下部
（重要度：低）
・統計データ？

いつでもどこでも申請できる！

パソコンやスマートフォン、タブレットから

24時間365日申請可能。役所の開

庁時間に縛られることも、待ち時間もな

くなります。

履歴による自動入力も！

「GビズID」※にひも付けられた申請者

情報の自動入力や過去申請内容が

自動転記されるので手間やミスを

減らせます。

※ デジタル庁が運用する共通認証ID。

さまざまな行政サービスを同じID・

パスワードでご利用いただけます。

届出・補助金等のオンライン申請システム

農地の売買・賃借や補助金の申請など、農林水産業・食品産業に関する約４００

件の手続きを、スマートフォンやパソコンから簡単に申請ができる「eMAFF申請

2.0」が、より便利になりました。

「eMAFF申請2.0」へ リニューアル

eMAFF申請2.0の３つのメリット

行政手続を、はやく、かんたんに

農林水産業・食品産業に関わる方向け

eMAFF申請2.0上で申請状況

を一元管理。膨大な申請情報を

紙で管理する手間が省けます。

書類の管理が不要！

令和9年度農林水産予算概算要求を提出しました

○食料安全保障の強化

○農地・人材・技術の強化による農業の持続的・創造的発展

○農村の振興

○環境と調和のとれた食料システムの確立

○百年つづく「森の国・木の街」の礎の確立

○海洋環境の激変に適応するための水産業の強靭化

国民の食を支える農業を続けやすく、未来の食を安定させるための予算を要求

日本の成長戦略を踏まえた潜在成長率の引上げ

農林水産業の構造転換による成長産業化及び食料安産保障の強化

概算要求とは？

翌年度に向けて各省庁が財務省

に提出する予算方針で、財務省が取

りまとめ、年明けの国会で審議し、

予算額が決定されます。

令和９年度概算要求額は３兆１,３７７億円

（令和８年度当初予算額：２兆2,９５6億円）

新たな食料・農業・農村基本計画や現下の米を

めぐる情勢を踏まえ、農業構造転換集中対策を

着実に実施しつつ、食料安全保障の強化、農業

の持続的な発展、農村の振興、環境と調和のと

れた食料システムの確立等に向けた農林水産政

策を推進し、農林水産業の持続可能な成長を実

現するための予算を要求。

新たな食料・農業・農村基本計画や現

下の米をめぐる情勢を踏まえ、農業

構造転換集中対策を着実に実施しつ

つ、食料安全保障の強化、農業の持続

的な発展、農村の振興、環境と調和の

とれた食料システムの確立等に向け

た農林水産政策を推進し、農林水産

業の持続可能な成長を実現するため

の予算を要求しました。

令和９年度概算要求額は３兆１,３７７億円

（令和８年度当初予算額：２兆2,９５6億円）

2026年10月、農林水産省共通申請サービス【eMAFF申請】が大幅にリニューアルします！

もっとシンプルに、もっと直感的に利用できるシステムへ進化します。

○農業構造転換集中対策の着実な推進

○フードテック（植物工場・陸上養殖・食品機械・新規食品）の推進

○食農分野におけるGX投資拡大による環境負荷低減・気候変動の適応の推進

○グリーン技術の産業見本市としての2027年国際園芸博覧会に向けた対応

○林業・木材産業分野における成長産業化に向けた取組の加速化

○水産業分野における成長産業化に向けた取組の加速化

農林水産省
Webサイトへ

リンク

令和９年度
概算要求について
詳しくはこちら

詳しくは

こちら

農林水産省
Webサイトへ

リンク

― 農業を支え、未来の食を守る ―

https://www.maff.go.jp/j/budget/r9yokyu.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/emaff.html


発行・編集

近畿農政局和歌山県拠点
〒640-8143 和歌山市二番丁3 和歌山地方合同庁舎5階
TEL：073-436-3831

農林水産省の
Webマガジン「aff」は

こちらから！

和歌山が人（わかやマガジン）の
バックナンバーはこちらから

aff9月号の特集は、「ジビエの新しい価値」です。

近年、拡大している野生鳥獣による農林水産業への被害。

日本の各地では捕獲した有害鳥獣を、地域の宝に変える

取り組みが拡大中！「ジビエ」の最新情報をお届けします。

Aff表紙

～ジビエが私たちに届くまで～タイトル

インターン生の職場体験

「令和8年度鳥獣対策優良活動表彰」を募集しています！

農林水産省では、野生鳥獣による被害防止やジビエ利用に取り組む活動を表彰します！

10月は食品ロス削減月間！

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられる

食品のことです。その量は日本全体で年間461万

トン（令和6年度推計値）になり、国民1人あたり、おにぎ

り約1個分を毎日捨てている計算です。

  食品ロスは、家庭での買いすぎや賞味期限切れ、

食べ残しなどに加え、お店での売れ残りや規格外

品の廃棄など、様々な場面で発生しています。

小さな心がけが、大きな削減につながります。

食品ロス削減を一緒に始めてみませんか？

国民1人あたりのロス

１年で約37㎏

１日で約102g
※おにぎり1個分くらい

僕は「ろすのん」だのん。

食品ロスをなくす（non）という

意味から名付けられて、夢は食品

ロスがなくなることだのん！

〵〵詳細はこちら〳〳

（撮影：インターン生）

１日で約102g

国民1人あたりの
食品ロス

おにぎり約1個分

小さな心がけが、大きな削減につながります。

食品ロス削減を一緒に始めてみませんか？

「令和8年度鳥獣対策優良活動表彰」の募集開始！

野生鳥獣による農林水産業被害が全国的に深刻な状況

の中、農林水産省は、都道府県、市町村と連携し各地域で

の鳥獣対策を推進しております。

本表彰では、鳥獣対策において優良な活動を実施してい

る個人や団体を表彰します。

応募などの詳細はこちら

※アドバイザー等による 推薦は令和８年11月13日（金）まで

表彰対象は、概ね5年以上活動を続けている個人または団体

 

農林水産省Webサイト

被害防止部門

農村地域等における鳥獣被害防止の取組

捕獲鳥獣利活用部門

捕獲した鳥獣の食肉(ジビエ)、ペットフード、

皮革などの利活用等の取組

対象の取組

＜応募受付中＞令和8年10月30日（金）まで

農林水産省では、野生鳥獣に

よる被害防止やジビエ利用に取

り組む活動を表彰しています！

地域の知恵と工夫を発信しま

せんか？あなたの活動のご応募

お待ちしています！

インターン生による農林水産省就業体験実習

和歌山県拠点では、インターンシップの学生３

名を受け入れ、沼の棚田と県立南部高等学校(以

下、南部高校)において現場体験を実施しました。

南部高校では、高校生が実習で取り組む「環境

に配慮した農業」について意見交換をしました。

インターン生からは「みなべ町で取り組まれて

いる地域の梅の剪定枝をバイオ炭として活用す

る取組がもっと広がると良いと思う」など、積極

的な発言がありました。

和歌山県拠点にインターンの学生３名が来て
くれました。
現場体験では、県立南部高等学校に赴き、高校
生が実習で取り組む「環境に配慮した農業」の
取組等について意見交換しました。
インターン生からは「みなべ町で取り組まれてい
る地域の梅の剪定枝をバイオ炭として活用する
取組がもっと広がると良いと思う」など、積極的
な意見が聞かれました。

沼の棚田（有田川町）

沼の棚田の方々との意見交換

近畿農政局

Webサイト

採用情報は

こちら

（撮影：インターン生）

県立南部高等学校との意見交換

インターン生３名

１年で
約37㎏

本来食べられるのに捨てられる食品「食品ロス」

の量は日本全体で年間461万トン（令和6年度推計値）。

国民1人あたり毎日おにぎり約1個分のご飯を捨

てている計算です。

  食品ロスは、家庭での「買いすぎ」「賞味期限切

れ」「食べ残し」などに加え、お店での売れ残りや規

格外品の廃棄など、様々な場面で発生しています。

家庭でできる食品ロス削減の工夫

• 必要な分だけ買う

• 食材を上手に保存する

• 賞味期限と消費期限を正しく理解する

• 作りすぎない、頼みすぎない

• すぐに食べるものは賞味期限の近い

ものから選ぶ「てまえどり」
・   ・   ・   ・   ・

農林水産省のWebマガジン「aff」をご紹介！

和歌山県拠点に就業体験として、インターンの

学生３名が来てくれました。

現場体験では、沼の棚田や県立南部高等学校

に赴き、高校生が実習で取り組む「環境に配慮

した農業」のついて意見交換しました。

インターン生からは「みなべ町で取り組まれて

いる地域の梅の剪定枝をバイオ炭として活用す

る取組がもっと広がると良いと思う」など、積極

的な意見が聞かれました。

差 替

沼の棚田（有田川町） 沼の棚田の方々との意見交換

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/wakayama/magazine/kohoshi.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/201014.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/R8choju-hyousyou.html
https://www.maff.go.jp/kinki/soumu/jinji/index.html
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